
都市再生整備計画（第２回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 235 ha

平成 16 年度 ～ 平成 20 年度 平成 16 年度 ～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

大目標：安全で健康志向のまちづくり。
目標１：だれもが安心して暮らせるまちづくり。
目標２：生活拠点、にぎわいの再生による健康志向のまちづくり。

・本町では、県全体を上回る少子化、高齢化率となっており、長年の目標であった統合中学校の建設が平成１５年度に着手し、平成１７年４月に開校予定。
・町唯一の総合運動施設である塩谷町総合公園に夜間照明施設が未整備であり、近年住民の健康作りの意識が高揚していることから早急な整備が期待されている。
・町振興計画「キラリしおや２１プラン」でも当公園を町民スポーツの振興拠点に位置づけ、生涯にわたって健康な生活、生きがいのある生活づくりを支援することとしている。
・統合中学校建設と隣接する塩谷町総合公園を一体的に整備することにより、共用施設に対する財政投資が教育環境、住民の健康作りの拠点の充実につながることから、投
資効果の増大が期待できる。
・当地区の整備については、住民からの意見、提案が多く、統合中学校整備室等を通じて、意見・提案を徴収し、住民の要望に沿った整備方針を決定している。

都道府県名 栃木県 塩谷町
シオヤマチ

塩谷町飯岡地区
シオヤマチイイオカチク

計画期間 交付期間 20

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単 位 基準年度 目標年度

人・台/日 Ｈ１５ Ｈ２０

人/年 Ｈ１５ Ｈ２０

目標値

歩行者・自転車通行量

夜間照明施設整備に伴う利用形態の多様化による利用者増利用時間帯に幅ができ、用途を多様化し、にぎわいの復活を図る。 4000

通学路を通行する歩行者・自転車の通行量

・主要通学路の整備が未了であり、交通安全対策以外にも、犯罪の多様化、低年齢化を鑑み防犯対策も含め早急な整備が必要となっている。
・町唯一の総合公園に夜間照明施設が無いことから、社会人球技大会等が近隣市町で実施されている状況であり、まちのにぎわいを復活させるためにも早急な整備が必要
となっている。
・当該地区の整備が遅延することにより、統合中学校開校後の道路問題、環境悪化等が深刻化することが、予測できるため、総合的なまちづくりが必須となっている。

・塩谷町総合公園の整備により、生涯スポーツ活動の推進と充実を図り、隣接する統合中学校に更なる教育施設を充実させ、当地区を塩谷町振興計画の基本計画である『人
と人のおもいやりヒューマンランド』の拠点とする。

指 標 定 義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値

700

7000

安全、快適な通学路整備によるまちづくり 30

総合公園利用者数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

関連事業（県工事）
・道路改築（国道４６１号船生バイパス整備事業）
・道路改築（国道４６１号交通安全施設整備事業）
関連事業（町工事）
・道路改築（芦場・大宮線 地方特定道路整備事業）

目標２：生活拠点、にぎわいの再生による健康指向のまちづくり。
・統合中学校、塩谷町総合公園を総合的に整備することにより、生活拠点の核が形成され、近隣の商業施
設の発展も含めて、他市町へ移りつつあるにぎわいを当区域で再生する。
・船生バイパス整備事業、地方特定道路整備事業等の関連事業及び工業団地の整備等により、区域内の
骨格が形成され、住民の移動が集中するため、近年の健康指向の高揚を鑑み総合公園を町の健康づくり
の拠点とする。

方針に合致する主要な事業

大目標：安全で健康指向のまちづくり。
・少子高齢化の進む当町において、統合中学校整備による教育施設の充実に併せて、塩谷町総合公園を
子供から高齢者まで幅広い年齢層が安心して利用できる健康づくりの拠点とする。

基幹事業（公園）
・運動施設全天候型化、夜間照明施設。 ・多目的広場夜間照明施設。
・多目的広場観覧席改築。 ・多目的広場連絡通路改築。
関連事業（町工事）
・塩谷統合中学校。

目標１：だれもが安心して暮らせるまちづくり。
・統合中学校及び隣接する塩谷町総合公園の一体的な整備に併せて、登下校生徒、増加する公園利用者
等が安全で快適に通行できるよう区域内の主要道路を早急に整備し、夜間においても安心して暮らせるま
ちづくりを目指す。

基幹事業（道路）
・道路改築（玉生・芦場線、長峰・佐貫線、天頂工業団地線）
・歩道新設（芦場・大宮線）

その他

〔事業終了後の継続的なまちづくり活動〕
・統合中学校及び塩谷町総合公園内の日常的な維持管理について、主旨に賛同する住民も含め、地元自治区を中心とした管理組織を設立し、まちづくりに対する積極的な活動
を推進する。
・「まちづくりは自ら推進する」といった意識高揚を支援し、まちづくりの担い手を育成する。

〔交付期間中の計画調整〕
・交付期間中の各種事業を円滑に進めるため、事業メニュー毎に地元自治区での意見交換会を積極的に実施し、地域住民からの意見・提案等が聴取でき、かつ事業に反映され
る制度を構築する。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 塩谷町 直 ２７００ｍ Ｈ１６ H２０ Ｈ１６ H２０ 66 66 66 66

町道芦場・大宮線外 塩谷町 直 ５０ｍ Ｈ１６ Ｈ２０ Ｈ１６ Ｈ２０ 32 32 32 0 32

町道長峰・佐貫線 塩谷町 直 ２００ｍ Ｈ１６ Ｈ１６ Ｈ１６ Ｈ１６ 14 14 14 0 14

町道天頂工業団地線 塩谷町 直 ２５０ｍ Ｈ１７ Ｈ１７ Ｈ１７ Ｈ１７ 10 10 10 0 10

公園 塩谷町 直 ３面 Ｈ１７ Ｈ２０ Ｈ１７ Ｈ２０ 90 90 90 90

塩谷町総合公園（多目的広場）塩谷町 直 ８基 H１８ Ｈ２０ Ｈ１８ Ｈ２０ 259 259 259 0 259

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

事業
細項目

住宅市街地

－

塩谷町総合公園（運動施設）

0

0

直／間

町道玉生・芦場線

事業主体事業箇所名

－

－

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間
うち民負担分

－

－

交付対象事業費 475 交付限度額 190 国費率 0.4

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 471 471 471 471 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

塩谷町 直 － Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 2 2 2 2

－ 0

塩谷町 直 － Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 2 2 2 2

合計 4 4 4 4 …B
合計(A+B) 475

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
塩谷町 国土交通省 ２０００ｍ ○ Ｈ１４ H２０ 380

塩谷町 文部科学省 7400㎡ ○ Ｈ１５ Ｈ１６ 2,210

栃木県 国土交通省 ２５００ｍ ○ Ｈ１０ Ｈ１７ 2,200

栃木県 国土交通省 １０００ｍ ○ Ｈ１６ Ｈ１８ 500

合計 5,290

全体事業費
事業期間

0

（参考）事業期間
細項目

事業箇所名

国道４６１号船生バイパス整備事業

塩谷統合中学校建設工事

直／間

塩谷町飯岡地内

事業箇所名

塩谷町船生地内国道４６１号交通安全施設整備事業

塩谷町船生地内

（いずれかに○）

住宅市街地
総合整備
事業

地域創造
支援事業

事業

規模所管省庁名

まちづくり活
動推進事業

事業

地方特定道路整備事業

今後のまちづくり検討調査

町道芦場・大宮線

公園施設利用促進イベント

交付期間内事業期間
規模事業主体

事業活用調
査 －

－

事業主体

－

0

うち民負担分

0



都市再生整備計画の区域

イイオカ シオヤマチ シオヤグンシオヤマチ イイオカ

飯岡地区（栃木県塩谷町） 面積 ２３５ ha 区域 栃木県塩谷郡塩谷町大字飯岡の一部

国道４６１号 船生バイパス

国道４６１号

塩谷中学校

塩谷町飯岡地区 A＝２３５ha


